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６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。
こ
の
日
は
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
人
権
は
、一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
権
利
で

す
。
し
か
し
、社
会
に
は
大
切
な「
人
権
」を
侵
害
す
る
行
為
や
偏
見・
差

別
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
に
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
17
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
一
番
近
く
に
い
て
、日
常
生
活
で
の

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
、地
域
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
差
別
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
内
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　
水
口
町
　

西に
し　
村む
ら　
泰や
す　
雄お

池い
け　
田だ　
仁ひ
と　
美み

森も
り　
村む
ら　
シ
ズ
子こ

田た　
中な
か　
美み

代よ

子こ

竹た
け　
﨑ざ
き　
文ふ
み　
雄お

　
土
山
町
　

市い
ち　
井い　
幸ゆ
き　
夫お

前ま
え　
田だ　
喜き

志し

江え

片か
た　
山や
ま　
澄す
み　
子こ

　
甲
賀
町
　

中な
か　
本も
と　
た
み
子こ

一い
ち　
宮み
や　
祥し
ょ
う　
子こ

冨と
み　
山や
ま　
朝と
も　
司じ

　
甲
南
町
　

八は
ち　
里り　
良よ
し　
子こ

伊い　
室む
ろ　
信の
ぶ　
子こ

木き　
村む
ら　
　
功い
さ
お　

　
信
楽
町
　

中な
か　
島じ
ま　
清き
よ　
美み

豊と
よ　
田だ　
い
づ
み

黄き　
瀬せ　
忠た
だ　
幸ゆ
き

　
６
月
１
日
を
中
心
に
、全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特
設
人
権
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
場
所
や
日
時
は
19
ペ
ー
ジ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
「
人
権
な
ん
で
も

相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

思
い
や
り
駐
車
区
画
を
設
置
し
ま
し
た

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、15
の
公
共
施
設

に
思
い
や
り
駐
車
区
画
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
思
い
や
り
駐
車
区
画
と
は
、高
齢
者

や
様
々
な
障
が
い
の
あ
る
方
、妊
娠
さ

れ
て
い
る
方
、乳
幼
児
を
連
れ
て
い
る

方
な
ど
、歩
行
困
難
ま
た
は
安
全
性
確

保
に
配
慮
す
べ
き
方
に
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
、車
い
す
使
用
者
駐

車
場
と
は
別
に
設
け
た
も
の
で
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク（
緑

色
）を
駐
車
区
画
の
路
面
に
プ
リ
ン
ト

し
、同
時
に
看
板
も
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、本
庁
舎
や
旧
支
所
な
ど
、

来
庁
者
の
多
い
施
設
で
は
青
色
に
着

色
し
て
遠
く
か
ら
で
も
見
分
け
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
思
い
や
り
駐
車
区
画
は
、皆
さ

ん
の
自
己
判
断
に
よ
り
自
由
に
ご
利

用
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、設
置
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、利
用
対
象
と

な
る
方
が
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
設
置
施
設
は
左
の
と
お
り
で
す
。
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シンボルマーク

止まる余裕も あなたの優しさ

　４月に入り、京都市や亀岡市、千葉県館山市で、歩行者を巻き込む交通事故が相次いで発生しま

した。事故の原因はそれぞれ違いますが、かけがえのない命が多数奪われた悲しい出来事です。

　道路は様々な車両が行き交いますが、最も弱者である歩行者の安全が最優先されるべきです。

　今月は、歩行者を守ることにスポットを当てて、交通事故ゼロへの道を考えてみます。

　市内で４月４日、歩行中の70代女性が、自動車にはね
られて亡くなる事故がありました。現場は信号のない
交差点でしたが、被害者は横断歩道を歩行中でした。警
察によると、ドライバーは「直前に気づいたが、間に合わ
なかった」と話しているそうです。
　歩行者が道路を横断する際に、優先されなければなら
ない横断歩道ですが、通行する車両が止まってくれるこ
とは珍しいのが日常の光景です。市役所水口庁舎前の
横断歩道は、一日に何人もの大型スーパーへの買い物客
や、バスを待つ方々が利用されています。中には、寄り
添うようにしている高齢のご夫婦や、買い物袋を片手に
ベビーカーを押す女性の姿もあります。
　その多くは、行き交う自動車を見送り、途切れた隙間
をぬって足早に渡っていく光景があります。また、市内
小中学校の通学路でも、横断歩道わきで、身を乗り出す
ように左右を何度も確認する子どもたちの姿が、毎朝の

ように見られます。
　道路交通法上、横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる
場合、車両は止まらなければならないことが義務付けら
れています（道路交通法第38条）。ドライバーの義務で
あるまえに、歩行者の安全を守るという優しさが、歩行
者に安心感を与えます。
　止まる車を待つ人を見つければ、横断歩道の30メー
トル手前から速度を落とし、停止線手前でしっかりと止
まる余裕のある運転をみんなで実践することで、「交通
事故ゼロ」は難しくない目標になります。
　白いひし形マークの道路表示は、この先に横断歩道が
あることを表しているほか、減速の目安として30メー
トル手前に表示されています。
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